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を持つ精密水中容器に設置した水中カメラシステムを設計 ･製作する場合の問題点についても考 察 を加
え,このような水中カメラシステムの製作が比較的容易にできることを見出した｡
以上を要するに,この論文は二媒質写真測量の基礎理論である標定理論を究明するとともに,それらを
実際に使用した場合の種々の特性を明らかにしたものであり,かつ-媒質写真測量の理論とその機器シス
テムがそのまま使用できる水中写真測量学についていくつかの有意義な知見を得たものであって,海洋開
発に伴う計画 ･設計 ･施工,さらには種々の水理現象の観測を行なう上で学術上,実際上寄与するところ
が少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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